
昨
年
度
、
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
柱
ー
２
に
よ
り
教
育
委

員
会
へ
要
望
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
今
年
度
学
校
現
場
に
て
新
た
な

取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
、
福
田
小
学
校
、
磐
田
第
一
中

学
校
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　【
教
育
委
員
会
】

教
育
委
員
会
で
は
防
災
担
当
教
員

に
よ
る
研
修
会
を
開
き
、
磐
田
市
が

考
え
る
防
災
教
育
「
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
災
害
か
ら
命
を
守
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
防
災
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
避
難
訓

練
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
静
岡
県
西
部
危
機
管
理
局

を
招
き
、
小
学
校
で
使
え
る
「
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）」を
体
験
、

新
し
い
教
材
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま

し
た
。

　【
福
田
小
学
校
】

　
学
校
公
開
日
、
全
学
級
で
防
災
教
育

９
月
19
日　

学
校
公
開
日
を
基
準

日
と
し
て
全
学
級
で
防
災
教
育
を
実

施
し
ま
し
た
。
１
年
生
で
は
大
き
な

地
震
が
来
た
時
の
身
の
守
り
方
を
、

５
年
生
で
は
東
南
海
地
震
の
と
き
の

紙
芝
居
を
参
考
に
、
ど
の
よ
う
な
被

害
や
危
険
が
発
生
す
る
の
か
、ま
た
、

そ
の
時
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
学
び
ま
し
た
。

今
年
も
３
月
11
日
は
家
庭
防
災
の
日

で
す
。
テ
ー
マ
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
家

族
で
話
し
合
い
家
庭
の
防
災
力
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

《
平
成
25
年
度
の
テ
ー
マ
》

●
テ
ー
マ
１

わ
が
家
の
防
災
備
蓄
品
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト 
… 
緊
急
持
出
袋
に
い
れ

て
お
く
も
の
と
備
蓄
品
に
分
け
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
テ
ー
マ
２

避
難
経
路
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト 

… 

避
難
場
所
（
自
主
防

災
会
等
が
定
め
る
集
合
場
所
）
は
災

害
そ
の
も
の
か
ら
命
を
守
る
た
め
緊

急
的
に
避
難
す
る
場
所
で
す
。
指
定

避
難
所
（
市
指
定
）
は
被
災
後
、
自

宅
に
住
め
な
く
な
っ
た
方
が
一
時
的

に
共
同
生
活
を
送
る
場
所
で
す
。
そ

れ
ら
の
場
所
や
避
難
経
路
等
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
テ
ー
マ
３

家
族
で
い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
の
登

録
を
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト 

… 

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
で
情
報
を
文
字
で
確
認
で
き
ま
す
。

同
報
無
線
放
送
の
聞
き
逃
し
や
聞
き

漏
ら
し
が
な
く
な
り
正
確
に
情
報
把

握
で
き
ま
す
。
シ
ー
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

学
校
で
は
今
後
も
「
防
災
教
育
」

の
授
業
を
年
間
５
時
間
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

v　【
磐
田
第
一
中
学
校
】

　
1
年
生
に
お
け
る
防
災
教
育
の
取
組
み

１
月
８
日
、
磐
田
市
消
防
署
の
協

力
で
ス
モ
ー
ク
体
験
と
防
災
ク
イ
ズ

を
実
施
し
ま
し
た
。
地
震
と
一
緒
に

火
災
が
発
生
し
た
時
、
煙
を
な
る
べ

く
吸
わ
な
く
て
済
む
安
全
か
つ
敏
速

な
避
難
が
で
き
る
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
実
際
に
被
服
室
に
コ
ー
ス
を

今年度 
テーマシート
 （表裏）
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▲「家庭防災の日」ポスター

作
り
、
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー
ン
か
ら

煙
を
出
し
て
、
煙
の
中
を
避
難
し

ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
ク
イ
ズ
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。

「
生
徒
の
感
想
」

●
ス
モ
ー
ク
体
験
は
初
め
簡
単
だ

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
実
際
に

は
意
外
と
前
が
見
え
な
か
っ
た

し
、
膝
や
手
を
つ
く
と
本
当
だ
っ

た
ら
ガ
ラ
ス
が
落
ち
て
い
た
り

す
る
の
で
膝
が
つ
け
ら
れ
ず
、

し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
で
前
進
す
る

の
が
き
つ
か
っ
た
。
パ
ニ
ッ
ク

に
な
ら
ず
冷
静
に
い
ら
れ
る
か

ど
う
か
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

●
防
災
ク
イ
ズ
は
、
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
地
震
に
備
え
て
し
っ
か

り
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

▲ 地震が来た時の身の守り方を訓練（１年生）▲東南海地震の記録紙芝居（5 年生）

▲ スモーク体験

回 覧

「
家
庭
防
災
の
日
」
に
よ
る

　
　
　
家
庭
防
災
力
の
強
化

学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の

防
災
教
育
取
り
入
れ
に
つ
い
て

1



磐
田
市
自
主
防
災
会
連
合
会

臨
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
24
年
6
月
、
自
治
会
・

自
主
防
災
会
連
合
会
役
員
は
東

日
本
大
震
災
被
災
地
を
視
察
し
、

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」、

「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
危
機
意
識

の
高
揚
」
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

そ
し
て
、
磐
田
市
民
一
人
ひ

と
り
が
「
自
助
・
共
助
」
の
意

識
を
高
め
、
地
域
防
災
力
を
強

め
て
い
く
行
動
計
画
と
し
て
同

年
9
月
に
「
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱

－

4
に
「
自

主
防
災
会
組
織
の
強
化
」
を
取

り
上
げ
、
平
成
25
年
度
の
総
会

の
席
上
、
平
成
26
年
4
月
に
自

治
会
連
合
会
と
自
主
防
災
会
連

合
会
と
を
統
合
す
る
こ
と
に
つ

い
て
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
、
統
合
の
準
備

を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
・
自

主
防
災
会
連
合
会
一
体
化
に
向

け
た
検
討
委
員
会
を
３
回
開
催

し
、
表
の
『
具
体
的
方
策
』
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、「
磐
田
市
自
主
防

災
会
連
合
会
の
解
散
」に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、

本
年
３
月
、
磐
田
市
自
主
防
災
会
連
合
会
臨
時
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会

平
成
26
年
4
月
、
自
治
会
連
合
会
と

自
主
防
災
会
連
合
会
が
統
合
す
る
こ
と

か
ら
平
成
26
年
度
以
降
の
自
主
防
災
会

連
合
会
の
総
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
主
防
災
会
連
合
会
事
業
は
自
治
会

連
合
会
に
引
き
継
が
れ
ま
す
の
で
、
平

成
26
年
度
以
降
の
総
会
は
自
治
会
長
の

み
の
出
席
と
な
り
ま
す
。

単
位
自
治
会
長
、
自
主
防
災
会
長

自
治
会
長
の
負
担
が
大
き
い
と
い
っ
た

声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
自
治
会
長
は
自
治

会
の
最
高
責
任
者
で
、
自
治
会
の
こ
と
を

掌
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
負

担
が
大
き
く
な
る
の
も
や
む
を
得
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
活
動
に
つ
い

て
は
副
会
長
や
自
主
防
災
会
長
な
ど
他
の

役
員
が
中
心
に
な
っ
て

行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。
た

だ
し
、
活
動
後
、
役
員

会
な
ど
で
自
治
会
長
ら

に
報
告
、
連
絡
、
相
談

を
す
る
と
い
っ
た
こ
と

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
事
の
際
は
、
自

治
会
が
決
め
た
避
難

場
所
と
、
被
災
後
、

自
宅
に
住
め
な
く

な
っ
た
時
に
行
く
指

定
避
難
所
の
２
つ
の

拠
点
が
で
き
ま
す
。

自
治
会
長
と
自
主
防

災
会
長
の
役
割
分
担

や
連
携
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

平成26年度から

磐田市自治会連合会総会

出席者：自治会長

　※ 自主防災会連合会事業は
　　 自治会連合会に引き継がれます。

磐田市自治会連合会総会
出席者：自治会長

平成25年度まで

磐田市自主防災会連合会総会
出席者：自主防災会長

具 体 的 方 策
連　合　会 単位自治会

有事の際の指示系統の一本化
●自治会連合会、自主防災会連合

会が別々に組織されていること
から一本化して指示系統を整理
する。

●組織の簡素化を図る。

自主防災会長の専任化、複数年化
●災害時の対応や有事に備えた地域づくりのため

防災に精通した役員が必要である。
●地域をよく知り、地域にあった防災対策と組織

体制づくりが必要である。
●地域事情を取り入れた訓練を実施する。
●自治会長と自主防災会長の役割分担の明確化を

図る。
※自主防災会長専任化については、自治会の規模

や実状にあった形で進める。
自主防災会長の位置づけ
●副自治会長と同じような位置づけとし、常に自

治会三役の中で情報交換できる体制が望ましい。

平
成
26
年
度
以
降
の
自
治
会
連
合
会
、

　
　
　
単
位
自
治
会
長
・
自
主
防
災
会
長
の
動
き

自主防災会長の位置づけ
副自治会長や会計と
同じような位置づけ
とし、常に自治会三
役の中で情報交換で
きる体制が望ましい。

単位自治会内の組織（イメージ図）

自治会長

副会長 副会長 会　計 自主防災会長

自
治
会
連
合
会
と

　
　
　
自
主
防
災
会
連
合
会
の
統
合
に
つ
い
て

2



●
磐
田
支
部

平
成
26
年
2
月
4
日
磐
田
市

一
言
に
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

「
エ
ス
コ
ー
ラ
・
オ
ブ
ジ
ェ
チ
ー

ヴ
ォ
・
デ
・
イ
ワ
タ
」
を
自
治

会
連
合
会
磐
田
支
部
の
理
事
ら

13
名
が
訪
問
し
、
子
供
た
ち
の

授
業
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

同
支
部
で
は
平
成
18
年
か
ら

多
文
化
共
生
へ
の
取
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
外
国
人
の
人
数
は
減
少

傾
向
で
す
が
、
反
対
に
定
住
を

決
め
た
家
族
も
い
ま
す
。
そ
う

し
た
家
庭
の
課
題
と
し
て
子
供

た
ち
の
就
学
が
あ
り
、
今
回
の

研
修
と
な
り
ま

し
た
。

幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
夢
を

持
っ
て
一
生
懸

命
勉
強
し
て
い

る
姿
に
地
域
と

し
て
何
が
で
き

る
か
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

●
福
田
支
部

平
成
25
年
10
月
27
日
福
田
支
所

に
て
、
川
島
支
部
長
は
じ
め
地
区

長
、
自
治
会
長
な
ど
約
40
名
が
参

加
し
開
催
し
ま
し
た
。

外
国
人
の
方
を
ど
の
よ
う
に

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
受
け

入
れ
て
い
く
か
。
そ
の
き
っ
か

け
の
会
に
な
れ
ば
と
の
川
島
支

部
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま

り
、
磐
田
市
の
多
文
化
共
生
の

先
駆
者
で
あ
る
杉
田
連
合
会
長

か
ら
自
治
会
連
合
会
の
多
文
化

共
生
の
歩
み
を
、
磐
田
市
嘱
託

職
員
亀
井
セ
ル
ジ
オ
さ
ん
か
ら

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
の
違

い
な
ど
に
つ
い
て
講
話
を
受
け

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
言
葉
の
壁
が

大
き
い
と
い
っ
た
課
題
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

●
豊
田
支
部

豊
田
支
部
は
毎
年
2
回
実
施

し
て
お
り
、
7
月
30
日
と
11
月

1
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
7
月

は
行
政
及
び
国
際
交
流
協
会
か

ら
多
文
化
共
生
の
取
組
み
に
つ

い
て
の
説
明
や
、
外
国
人
従
業

員
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
社

長
を
招
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
図
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

11
月
は
国
際
交
流
協
会
か
ら

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

や
、
外
国
人
住
民
の
地
域
防
災

訓
練
参
加
の
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
翻
訳
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
各
自
治
会
で
配
り
、
自
主
的

な
訓
練
参
加
を
促
し
た
結
果
、

16
名
の
外
国
人
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
竜
洋
支
部

地
区
内
に
居
住
す
る
外
国
人

市
民
と
お
互
い
の
文
化
を
理
解

し
良
好
な
関
係
を
作
る
こ
と
で

災
害
時
の
安
否
確
認
に
役
立
て

よ
う
と
、
平
成
25
年
11
月
26
日

に
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

磐
田
市
市
民
活
動
推
進
課
の

中
里
キ
ヨ
ミ
さ
ん
か
ら
ク
イ
ズ

を
織
り
交
ぜ
母
国
ブ
ラ
ジ
ル
を

楽
し
く
紹
介
、
日
本
に
一
目
ぼ

れ
し
た
と
の
言
葉
に
会
場
か
ら

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

世
帯
の
半
数
以
上
が
外
国
人

と
い
う
竜
洋
雇
用
促
進
自
治
会

の
梁
瀬
良
人
自
治
会
長
か
ら
運

営
の
苦
労
や
今
年
度
再
編
し
た

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。
言
葉
の
壁
を
排

除
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
を
図
る
た
め
外
国
人
を
役

員
に
加
え
た
と
い
っ
た
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

●
豊
岡
支
部

平
成
25
年
11
月
28
日
自
治
会
長

等
自
治
会
関
係
者
を
対
象
に
開
催

し
ま
し
た
。
比
較
的
外
国
人
市
民

が
少
な
い
豊
岡
支
部
の
こ
の
研
修

は
今
回
が
2
回
目
と
な
り
ま
す
。

磐
田
市
市
民
活
動
推
進
課
の
中

里
キ
ヨ
ミ
さ
ん
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の

こ
と
を
、
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
楽
し
く
説
明
い
た
だ
き
、
出

席
し
た
自
治
会
長
か
ら
「
ブ
ラ
ジ

ル
文
化
に
触
れ
る
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
べ
た
」
と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま

し
た
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
外
国

人
の
方
と
の
接
し
方
や
、
地
域
の

問
題
点
、
課
題
点
、
そ
し
て
解
決

策
を
考
え
る
機
会
を
持
ち
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

▲福田支部

▲竜洋支部

▲豊岡支部

▲豊田支部

▲磐田支部

各
支
部
多
文
化
研
修
会

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
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昨
年
、
静
岡
県
の
交
通
事
故
死
者
は

1
8
4
人
で
そ
の
6
割
が
高
齢
者
で
す
。

磐
田
市
内
で
は
8
件
9
人
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
の
5
人
が
高
齢

者
（
歩
行
中
4
人
、自
転
車
乗
車
中
1
人
）

で
す
。

磐
田
警
察
署
で
は
高
齢
者
交
通
事
故

防
止
活
動
を
関
係
機
関
、
団
体
、
そ
し

て
自
治
会
と
協
力
を
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
回
、
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、

地
域
住
民
の
安
全
意
識
を
高
揚
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
高
齢
者
の
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
で
は
こ
れ
を
全
市
的

な
取
組
み
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
対
策
モ
デ
ル

地
区
指
定
書
交
付
式

平
成
25
年
11
月
28
日
、
地
域
住
民
50

名
が
出
席
す
る
中
、
磐
田
市
自
治
会
連

合
会
豊
田
支
部
は
モ
デ
ル
地
区
指
定
書

と
の
ぼ
り
旗
75
枚
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
書
を
受

け
た
村
上
勇

夫
豊
田
支
部

長
が
事
故
防

止
の
積
極
的

な
活
動
を
誓

う
交
通
安
全

宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、

交
通
指
導
員
ら
に
よ
る
反
射
材
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
磐
田
警
察
署
生
活
安

全
課
員
に
よ
る
防
犯
コ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
楽
し
く
わ
が
身
を
守
る
術
を

学
び
ま
し
た
。

●「
ピ
カ
ッ
ト
作
戦
」

　

 

交
通
安
全
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
豊
田

平
成
25
年

12
月
20
日
、

約
50
名
ほ
ど

の
地
域
住
民

が
、
夕
闇
せ

ま
る
午
後
5

時
か
ら
豊
田

支
所
周
辺
で

反
射
材
を
着

け
パ
レ
ー

ド
、
反
射
材

の
効
果
や
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

●
交
通
事
故
防
止
宣
言
へ
の
署
名
活
動

平
成
26
年
1
月
、
豊
田
地
区
の
交
通

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
交
通
安
全
宣

言
書
へ
の
署
名
活
動
を
自
治
会
回
覧
に

て
お
願
い
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
活
動

交
通
安
全
役
員
な
ど
高
齢
者
宅
に
訪

問
し
反
射
材
着
用
の
呼
び
か
け
や
聞
き

取
り
を
行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
対
策
モ
デ
ル

地
区
指
定
書
交
付
式

平
成
25
年
12
月
25
日
、
地
域
住
民
約

60
名
が
出
席
し
指
定
書
を
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
指
定
書
を
受
け
た
吉
添
繁
雄
天

竜
地
区
長
が
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

●
高
齢
者
に
対
す
る

　

交
通
安
全
教
室
の
開
催

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
等
で
交

通
安
全
教
室

を
開
催
し
て

い
ま
す
。
豊

島
自
治
会
で

は
昨
年
11
月

に
約
30
名
が

参

加

し
、

3
D
画
面

を
使
っ
た
歩

行
体
験
を
通
し
て
歩
行
上
の
注
意
事
項

を
学
び
ま
し
た
。
北
島
自
治
会
で
は
平

成
26
年
1
月
31
日
約
40
名
が
参
加
し
、

自
発
光
式
反
射
材
の
着
用
を
お
願
い
す

る
と
共
に
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

●
自
発
発
光
式
反
射
材
着
用
の

　

街
頭
P
R
を
実
施

平
成
26
年

2
月
12
日
、

自
治
会
役
員

約
30
名
が
夕

暮
れ
時
に
、

豊
島
地
区
と

上
岡
田
地
区

の
2
ヶ
所

で
、
自
発
光

式
反
射
材
の

着
用
を
呼
び
か
け
る
街
頭
P
R
を
実
施

し
ま
し
た
。

●
今
後
の
活
動

高
齢
者
向
け
交
通
安
全
教
室
を

今
後
も
各
自
治
会
で
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
を
配
布
し
、
歩
行
者
が
特
に

気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
を
お
知
ら
せ
し

注
意
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

豊
田
地
区

天
竜
地
区
（
磐
田
支
部
）

協
力
事
業

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
対
策

　
　
　
モ
デ
ル
地
区
の
活
動

モデル地区指定書交付式

３D を使った歩行体験の様子

自発光式反射材

「ピカット作戦」交通安全ウォーキング豊田

自発光式反射材着用街頭 PR の様子
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